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注意

【ユ－ザ登録カ－ド】

同封されている ユ－ザ登録カ－ドに必要事項を漏れなく 記入して直ちに御返送頂けます

ようお願いします。技術的 な問い合わせ、バ－ジョンアップなどのお知らせは、このカ－

ドに基づいて 行われます。また、ユ－ザ登録カ－ドの返送をもって保証書に代えさせて頂

きます。

【保証】

本製品 が万一故障した場合は、購入日 から満６カ月間無料修理を致します 。当社まで御

返送下さい。また返送前に１度御連絡下 されば幸いです。

次の場合は、保証期間内 でも保証の対象にはなりません 。

使用上の誤り

当社以外での修理、改造、調整、分解

ユ－ザ－登録がされていない（ユ－ザ登録カ－ド未返送）

天災等による 故障

お客さまによる輸送、移動時の落下等による 故障

【問い合わせ】

本製品 に対する技術的な問い合わせは ユ－ザ－登録の完了をもって可能となります 。ま

た、本製品を使ううえで、ＭＳ－ＤＯＳ の理解が必要ですが、ＭＳ－ＤＯＳ の操作に関す

る質問はいっさい 受け付られません 。御了承下さい。
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Ｐａｌｅｔｔｅ－ ２２ユ－ザ－ズ・マニュアル

この度は、ＰＲＯＭ プログラマ、『Ｐａｌｅｔｔｅ－２２』をお買い上げ頂きまして誠

に有難うございます。Ｐａｌｅｔｔｅ－ ２２は、低価格ながら 数々の機能を持っています 。

本製品の性能を十分に引き出してご 使用頂くために、このユ－ザ－ズ・マニュアルを熟読

されるようお 願いします。

☆本製品 の使用により 生じた損害にたいする 一切の責任は負いかねます 。

☆ＭＳ－ＤＯＳはマイクロソフト社の商標です、他本書で取り上げるデバイス名は、一般

に各メ－カの商標です。

Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ （Ｃ）１９９２ 株式会社ロジパック
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付録Ａ 用語の解説
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Ａ．３ デバイスアクセスモ－ド ・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ａ－４

Ａ．４ バッファタイプ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ Ａ－５

付録Ｂ ＰＴ２２Ｃエラ－メッセ－ジ

付録 ＤＯＳ／Ｖバージョン について

付表 デバイス一覧表
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第２章

準備

２．１ Ｐａｌｅｔｔｅ－ ２２に付属するもの

・Ｐａｌｅｔｔｅ－ ２２ユ－ザ－ズマニュアル ・・・・ １冊

・ユ－ザ登録カ－ド ・・・・・・・・・・・・・・・・ １枚

・フロッピ－ディスク ５インチ ２ＨＤ ・・・・ １枚

３．５インチ ２ＤＤ ・・・・ １枚

・Ｐａｌｅｔｔｅ－ ２２本体 ・・・・・・・・・・・・ １台

・専用ＡＣアダプタ ・・・・・・・・・・・・・・・・ １個

・ＲＳ２３２Ｃケ－ブル ・・・・・・・・・・・・・・ １個

２．２ Ｐａｌｅｔｔｅ２２本体の準備

２．２．１ 電源スイッチの投入

電源スイッチをＯＮする前に以下の準備、確認をしてください。

① 本体にＡＣアダプタを接続

② コンセント にＡＣアダプタを接続

③ デバイスがソケットに装着されていないことを 確認

④ ディップスイッチを設定（後述）

⑤ ＲＳ－ ２３２Ｃケ－ブルをパソコン、本体間に接続

（電源をＯＮした後でも良い）

電源をＯＮしたら以下の確認をおこなってください 。

① パワ－ＬＥＤが点灯

② ピンサイズ ＬＥＤがすべて約３秒間点灯したのち消灯

注） ピンサイズＬＥＤ がすべて点灯している間（約３秒間）はコントロ－ルできませ

ん。コントロ－ルプログラム の起動は消灯した後に起動してください 。
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２．３ コントロ－ルプログラムの準備

コントロ－ルプログラム動作環境

機種 ： ＰＣ－９８０１及び互換機 （ハイレゾモ －ド、ＬＴ、ＨＡ を除く）

シリアルインタ－フェ－スコネクタ がＤｓｕｂ２５ｐｉｎ のもの。

メモリ ： １３０Ｋバイト以上

ＯＳ ： ＭＳ－ＤＯＳ Ｖｅｒ ３．１以上

ディスク内容

ＰＴ２２．ＥＸＥ ・・・・ メニュ －方式コントロ－ルプログラム 本体

ＰＴ２２．ＤＥＶ ・・・・ メニュ －方式コントロ－ルプログラム 用デバイス一覧フ

ァイル

ＰＴ２２．ＨＬＰ ・・・・ メニュ －方式コントロ－ルプログラム 用ヘルプファイル

ＰＴ２２Ｃ．ＥＸＥ ・・・ コマンド入力方式コント －ルプログラム

注）ご使用のまえに、フロッピ－ディスクのバックアップは必ず行ってください。

Ｐａｌｅｔｔｅ－２２では２種類のコントロ－ルプログラム （以降コントロ－ラと呼び

ます）が用意されています 。状況によって使い分けて下さい。

ＰＴ２２

メニュ－選択によりＰａｌｅｔｔｅ－２２をコントロ－ルします。

PT22.EXE、 PT22.DEV、 PT22.HLP が同じディレクトリ 内にある 必要があります。

使用方法は《第３章 メニュ －コントロ－ラ ＰＴ２２》を参照してください 。

ＰＴ２２Ｃ

コマンド入力によりＰａｌｅｔｔｅ－２２をコントロ－ルします。起動時にコマンド

を付加したり、レスポンスファイルを呼ぶことによって 自動処理することも可能です。

使用方法は《第４章 コマンド入力コントロ－ラ ＰＴ２２Ｃ》を参照してください。
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ＰＴ２２．ＥＸＥの起動

Ｐａｌｅｔｔｅ－ ２２ VER 1.00
ステ－タス

F1 デバイスの選択 ROMﾊﾞ-ｼﾞｮﾝ V1.00
F2 ファイルの読込／保存 ﾃﾞﾊﾞｲｽ
F3 デバイスの読込／書込 ﾒ-ｶ-名
F4 バッファクリア ﾃﾞﾊﾞｲｽ名
F5 バッファ編集 ﾃﾞﾊﾞｲｽ種
F6 バッファ設定 ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ 00000
F7 イレ－サのＯＮ／ＯＦＦ ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ 00000
F8 ステ－タスの保存 ﾓ-ﾄﾞ ALL
F9 ＤＯＳ コマンドの実行 ﾊﾞｯﾌｧRAM
F10 終了 ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ 00000

HELP ヘルプの表示
ESC １つ前の画面に戻る

DEVICE FILE MAKE CLEAR EDIT B SET ERASE STATUS DOS QUIT

ＰＴ２２Ｃ．ＥＸＥ の起動

�pt22c
Palette-22 Controler V1.00 Copyright (C) 1992 LOGIC PACK
SYSTEM ROM ver1.00
*System command
? - Display expession ! - MS-DOS
K - Pause Z - Buzzer
Q - Quit

*Set command
T - Device select BS - Buffer start address
BT - Buffer type

*Buffer command
C - Buffer clear D - Dump buffer

*Device command
B - Blank check W - Write
P - Program R - Read
V - Verify E - Erase

*File command
LH - Load Intel HEX file LS - Load Motorola S file
LB - Load Binary file
SH - Save Intel HEX file SS - Save Motorola S file
SB - Save Bin file

�PT22C>
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２．４ イレ－サの使用方法

① 蓋を開けます。

② ＥＰＲＯＭ の窓を下側にし、セットライン に合わせて配置します 。

③ 蓋を閉めます。

④ ＥＲＡＳＥ スイッチを押すとＥＲＡＳＥランプ が点灯し、紫外線 ランプも点灯しま

す。

⑤ 約２分後ＥＲＡＳＥ ランプが消灯し、紫外線ランプ も消灯します 。

⑥ ＥＲＡＳＥ ランプの消灯を確認後 、蓋を開けてＥＰＲＯＭを取り出します 。

重要

蓋を開けた状態では紫外線 ランプは点灯しないようになっていますが、

ランプの光を直視するもし間違って点灯するようなことになっても長時間

。ことは 絶対にさけてください
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第３章

メニュ－コントロ－ラ ＰＴ２２

３．１ ＰＴ２２の起動

ＰＴ２２の起動は、ＭＳ－ＤＯＳ 上で次のように入力します 。

PT22 [<ｵﾌﾟｼｮﾝ>]

通信が出来ない場合やデバイス一覧ファイル（ PT22.DEV）が、カレントディレクトリか

パスの通ったディレクトリ に見つからない場合ＰＴ２２は起動しません。

３．１．１ 起動オプション

-s 通信ボ－レ－トの設定

-s9600 ボ－レ－トを９６００ｂｐｓ にします。

-s19200 ボ－レ－トを１９２００ ｂｐｓにします。

-s38400 ボ－レ－トを３８４００ ｂｐｓにします。

このオプション を指定しない 場合（ディフォルト）は９６００ｂｐｓ になります。した

がって -s9600 という 指定は実際にはする必要はありません。各ボ－レ－トによって本体

のディップスイッチを設定する必要があります。

３．２ 基本操作

ＰＴ－２２の基本的な操作です。

↑、ＣＴＲＬ＋Ｅ ．．．．．． カ－ソルを上に移動

↓、ＣＴＲＬ＋Ｘ ．．．．．． 下

→、ＣＴＲＬ＋Ｄ ．．．．．． 右

←、ＣＴＲＬ＋Ｓ ．．．．．． 左

、ＣＴＲＬ＋Ｍ ．．．．．． 選択、実行�

ＥＳＣ ．．．．．．．．．．． 処理の中止、一つ前のウインドウ に戻る

ＨＥＬＰ ．．．．．．．．．． カ－ソルが選択している項目の説明

Ｙ ．．．．．．．．．．．．． ＹＥＳ

Ｎ ．．．．．．．．．．．．． ＮＯ

Ｆ・１～Ｆ・１０．．．．．．． 各種割 り当て
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３．３ ステ－タスウインドについて

このウインドではデバイスデ －タなどを常に表示するウインドです。

① ②
ステ－タス

ROMﾊﾞｰｼﾞｮﾝ V1.00 ③
ﾃﾞﾊﾞｲｽ
ﾒｰｶｰ名 ＡＭＤ ④
ﾃﾞﾊﾞｲｽ名 Am27C1024
ﾃﾞﾊﾞｲｽ種 EPROM ⑤
ｽﾀｰﾄｱﾄﾞﾚｽ 00000
ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ 0FFFF ⑥
ﾓｰﾄﾞ ALL

ﾊﾞｯﾌｧRAM ⑦
ｽﾀｰﾄｱﾄﾞﾚｽ 00000
ﾊﾞｯﾌｧﾀｲﾌ ﾟ EVEN = LOW ⑧

⑨

① Ｐａｌｅｔｔｅ－ ２２本体のシステムＲＯＭ バ－ジョンを表示

② 現在選択しているデバイスのメ－カ－名を表示

③ 現在選択しているデバイスの名前を表示

④ 現在選択しているデバイスの種類を表示

⑤ アクセス開始アドレスを表示

⑥ アクセス終了アドレスを表示

⑦ デバイスのアクセスモ －ドをを表示

⑧ バッファ設定で設定した値を表示

⑨ ワ－ドデバイスの上位バイト下位バイト の対応方式を表示

デバイスの項目のメ－カ－名、デバイス名、デバイス種についてはデバイスを

指定しない限り表示をしません 。

バッファタイプ はワ－ドデバイス を指定しない 限り表示をしません。
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３．４ メインメニュ －

Ｆ・１～Ｆ・１０又はカ－ソルキ －上下でカ－ソルを動かし で選択します。�

ＥＳＣ キ－で一つ前に戻ります。

ＨＥＬＰキ－でヘルプを表示します。

【Ｆ・１】 デバイスの選択

メ－カ－名、サイズでデバイスの名前を確認しながら設定することができま

す。

ＡＭＤ 4KB 27256
富士通 8KB 27C256
日立 16KB 27H256
インテル 27F25632KB
三菱 64KB
ＮＥＣ 128KB
沖電気 256KB
ＴＩ 512KB
東芝 64KW

128KW
256KW

カ－ソル操作でメ－カ－名、サイズを選ぶと、デバイスの名前が自動的に変わ

ります 。目的のデバイス名が現われたら、カ－ソルをそのデバイス名の上へ持

っていき、 で選択完了です。カ－ソルがデバイス名の上でないときに を押� �

しても 選択できません。
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【Ｆ・２】 ファイルの読込／書込

ファイルのロ－ド

ＨＥＸ ファイルのロ－ド
Ｓファイルのロ－ド
バイナリファイルのロ－ド

B:ﾄﾞﾗｲﾌﾞ =
¥ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ =

ﾌｧｲﾙ名 >*.*
00000000ｵﾌｾｯﾄｱﾄ ﾞﾚｽ>

ファイルの内容をバッファＲＡＭに転送します。

ファイル名

ファイル名を入力します。

ファイル名はワイルドカ－ドを使うことができ、デフォルトで拡張子が次

のように設定されています 。

インテルＨＥＸ ＊．ＨＥＸ

モトロ－ラＳ ＊．Ｓ

オフセット

オフセットを設定します。

デ－タを格納するバッファＲＡＭのアドレスは、ファイルのアドレス情報よ

り、オフセットを引いた値です。またアドレス情報を持たない バイナリファ

イルは、最初のデータ をアドレス０Ｈとして 考えます 。
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ファイルのセ－ブ

ＨＥＸ ファイルのロ－ド
Ｓファイルのロ－ド
バイナリファイルのロ－ド
ＨＥＸ ファイルのセ－ブ
Ｓファイルのセ－ブ

B:ﾄﾞﾗｲﾌﾞ =
¥ﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ =

ﾌｧｲﾙ名 >*.S
00000ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ >
0FFFFｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ >
00000000ｵﾌｾｯﾄｱﾄ ﾞﾚｽ >

バッファＲＡＭの内容をファイルに保存します。

ファイル名

ファイル名を入力します。

ファイル名はワイルドカ－ドを使うことができ、デフォルトで拡張子が次

のように設定されています 。

インテルＨＥＸ ＊．ＨＥＸ

モトロ－ラＳ ＊．Ｓ

同じファイル名が存在する場合は上書確認をします。

スタ－トアドレス

保存したいバッファＲＡＭ の先頭アドレスを設定します。

エンドアドレス

保存したいバッファＲＡＭ の終了アドレスを設定します。

オフセット

オフセットを設定します。

ファイルのアドレス情報はバッファＲＡＭのアドレスにオフセット を加えた

値です。またアドレス情報を持たないバイナリファイルの場合は、オフセッ

トを設定出来ません。
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【Ｆ・３】 デバイスの読込／書込

ブランクチェック
書き込み
読み込み
プログラム
比較

00000ｽﾀｰﾄｱﾄﾞﾚｽ
07FFFｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ

ﾓｰﾄﾞ( /ODD /EVEN)ALL

ブランクチェック

対象デバイスの内容が消去されているかどうかを チェックします。

書き込み

デバイスに <ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ> から <ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ> までを<ﾓ-ﾄﾞ>により書き込み、

その後ベリファイチェック を行います。

<ﾓ-ﾄﾞ> ALL :全数アドレス

ODD :奇数アドレス

EVEN :偶数アドレス

書き込みエラ－が生じた場合はエラ－を起こした デバイスデ－タとその アド

レス、書き込むべきバッファＲＡＭ のデ－タを表示します 。

読み込み

デバイスの内容を <ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ> から <ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ> まで <ﾓ-ﾄﾞ>により バッファ

ＲＡＭに読み込みます 。

<ﾓ-ﾄﾞ> ALL :全数アドレス

ODD :奇数アドレス

EVEN :偶数アドレス

プログラム

ブランクチェック 、書き込み、コンペアチェック を連続して行うコマンドで

す。
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比較

デバイスの内容とバッファＲＡＭの内容をデバイスの <ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ> から

<ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ> までの内容を <ﾓ-ﾄﾞ>により 比較検査します。

<ﾓ-ﾄﾞ> ALL :全数アドレス

ODD :奇数アドレス

EVEN :偶数アドレス

ベリファイエラ－が生じた場合はエラ－を起こしたしたデバイスのデ－タと

そのアドレス、バッファＲＡＭ のデ－タを表示します 。

イレ－ス

ＥＥＰＲＯＭ、フラッシュメモリのデ－タ消去です。

デバイスセレクト でＥＰＲＯＭ がセレクトされていると、この項目は選択出

来ません 。

ＥＥＰＲＯＭ は消去アドレスを設定できますが、フラッシュメモリ のアドレ

スのセットは出来ません。

【Ｆ・４】 バッファクリア

バッファＲＡＭの内容をデ－タＦＦＨでクリアします 。

【Ｆ・５】 バッファ編集

Ｐａｌｅｔｔｅ -２２のバッファＲＡＭ を画面上 で編集します 。

00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 0A 0B 0C 0D 0E 0F
FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF ................00000
FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF ................00010
FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF ................00020
FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF ................00030
FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF ................00040
FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF ................00050
FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF ................00060
FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF ................00070
FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF ................00080
FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF ................00090
FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF ................000A0
FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF ................000B0
FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF ................000C0
FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF ................000D0
FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF ................000E0
FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF FF ................000F0
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画面上 に２５６ バイトを表示しカ－ソル等で移動、書き換えをします 。

カ－ソル左右 １バイトアドレス

カ－ソル上下 １６バイトアドレス

ＲＯＬＬＵＰ －２５６バイトアドレス

ＲＯＬＬＤＯＷＮ ＋２５６バイトアドレス それぞれ移動します 。

ＲＯＬＬＵＰ、ＲＯＬＬＤＯＷＮでは画面を書き換えます

〔 F･1〕 アドレス

指定アドレスを含む２５６ バイトを表示します。

カ－ソルは指定アドレス上に移動します 。

〔 F･2〕 サ－チ

指定したデ－タが最初に見つかったアドレスを含む２５６ バイトを

表示します。

カ－ソルはデ－タの見つかったアドレス上に移動します。

現在のカ－ソル位置のアドレス以降を検索します 。

〔 F･3〕 フィル

指定したアドレス間を指定デ－タで埋めます 。

〔 F･4〕 ム－ブ

指定したアドレス間を指定アドレス先にコピ－します 。

〔 F･5〕 リバ－ス

指定したアドレス間のデ－タをビット反転します 。

〔 F･6〕 クリア

メインメニュ －のバッファクリアと同じです 。

〔 F･7〕 １０→１６進

入力した１０進値を１６進値に変換して表示します。

入力できる最大値 は６５５３５ までです。

〔 F･8〕 １６→１０進

入力した１６進値を１０進値に変換して表示します。

入力できる最大値 はＦＦＦＦまでです。



3 - 9

【Ｆ・６】 バッファ設定

スタ－トアドレスの設定

バッファＲＡＭのスタ－トアドレス を設定します 。

詳しくは 、付録Ａ．２ バッファスタ－トアドレスをご覧下さい。

バッファタイプ の設定

デバイスがワ－ドデバイス のときにＥＶＥＮ（ＬＯＷ／ＨＩＧＨ） の設

定ができます 。ワ－ドデバイス の上位、下位バイトに対するバッファＲ

ＡＭの対応法 です

詳しくは 、付録Ａ．４ バッファタイプ をご覧下さい。

【Ｆ・７】 イレ－サのＯＮ／ＯＦＦ

イレ－サ－ランプをＯＮ／ＯＦＦ します。

【Ｆ・８】 ステ－タスの保存

デバイスコ－ド、アドレス、ファイルネ －ム等のデ－タをファイルに書き込

み、次回からの 設定を自動で行なうものです。また設定を読み込むことも出来

ます。

【Ｆ・９】 ＤＯＳコマンドの実行

チャイルドプロセス を起動してＤＯＳ コマンドを実行します 。

EXITで戻ります 。

【Ｆ・１０】 終了

ＰＴ２２を終了して、ＭＳ－ＤＯＳのコマンドに戻ります。
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第４章

コマンド入力コントロ－ラ ＰＴ２２Ｃ

４．１ ＰＴ２２Ｃの起動

ＰＴ２２Ｃの起動は、ＭＳ－ＤＯＳ上で次のように入力します。

A>pt22c [<ｵﾌﾟｼｮﾝ>] [<ｺﾏﾝﾄ ﾞ> <ｺﾏﾝﾄ ﾞ>..........]

コマンドライン にコマンドを書かずに 起動した場合を説明します 。

起動すると プロンプトは "PT22C>" となり 、ＰＴ２２Ｃのコマンドの入力待ちとなりま

す。コマンド、各パラメ－タ間にスペ－スを入れることが 可能で、１行に１コマンドだけ

入力することができます。

例

�PT22C> t 23
*Device select
OK: code = 23 32KBYTE EPROM

�PT22C>

またＰＴ２２Ｃ起動時にコマンド列を付加することによって 自動処理するすることがで

きます。この方法はＭＳ－ＤＯＳでバッチ処理させる 場合に使用します 。コマンド、各パ

ラメ－タ間にスペ－スを入れることはできません 。またエラ－が発生した場合にはそれ以

降のコマンドは行わずにＭＳ－ＤＯＳに戻ります 。

例

�A>pt22c t23 q
Palette-22 Controler V1.00 Copyright (C) 1992 LOGIC PACK
SYSTEM ROM ver1.00
*Device select
OK: code = 23 32KBYTE EPROM

�A>
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４．１．１ 起動オプション

ＰＴ２２Ｃの起動オプション には、以下のものがあります。オプションスイッチは小文

字、大文字どちらでもかまいません 。

-s 通信ボ－レ－トの設定

-s9600 ボ－レ－トを９６００ｂｐｓ にします。

-s19200 ボ－レ－トを１９２００ ｂｐｓにします。

-s38400 ボ－レ－トを３８４００ ｂｐｓにします。

このオプション を指定しない 場合（ディフォルト）は９６００ｂｐｓ になります。した

がって -s9600 という 指定は実際にはする必要はありません。各ボ－レ－トによって本体

のディップスイッチを設定する必要があります。

@<ﾌｧｲﾙ> コマンドレスポンスファイル

<ﾌｧｲﾙ > からＰＴ２２Ｃコマンドを読み込んで実行します 。コマンド行が長すぎる場合に

有効です。ＰＴ２２Ｃの起動時 に付加するコマンドとは違い以下の記述方法になります。

１）コマンド、各パラメ －タとの間にスペ－スを入れることが可能で、１行に１コマン

ド書くことができます。

２）';'（セミコロン ）の後にコメントを書くことができます 。

例

�A>pt22c @test.res
Palette-22 Controler V1.00 Copyright (C) 1992 LOGIC PACK
SYSTEM ROM ver1.00
*Device select
OK: code = 23 32KBYTE EPROM

*Load Intel HEX file
file name = B:TEST.HEX
offset = 00000000H

OK: Load = 779 line

*Program device
start address = 00000H
end address = 07FFFH
mode = ALL

OK: SUM = 502DH

�A>

test.res の内容

t 23 ; ﾃﾞﾊﾞｲｽ = Am27C256
lh b:test.hex ; ﾌｧｲﾙﾛ-ﾄﾞ
p ; ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ
q ; 終了
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４．２ ＰＴ２２Ｃのメッセ－ジ

メッセ －ジには以下の種類があります 。

１） "ERROR:" に続くメッセ －ジ

このエラ－は入力したコマンド、パラメ－タに不都合があった場合に表示されます。

付録Ａを参考にしてください。

２） "OK:"、"WARNING :"

コマンドの実行結果を示します。各コマンドの説明を参考にしてください 。

３） "FERROR :"

致命的 エラ－が起こったときに表示されます。代表的なものとしては 、指定したドライ

ブにディスクが挿入されていない場合などが 挙げられます 。
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４．３ ＰＴ２２Ｃのコマンド

ＰＴ２２Ｃのコマンドには以下のものがあります。

システムコマンド

？ コマンド一覧表示

！ ＭＳ－ＤＯＳ

Ｋ ポ－ズ

Ｚ ブザ－

Ｑ 終了

設定コマンド

Ｔ デバイスセレクト

ＢＳ バッファスタ－トアドレス

ＢＴ バッファタイプ

バッファコマンド

Ｃ バッファクリア

Ｄ バッファダンプ

デバイスアクセスコマンド

Ｂ ブランクチェック

Ｗ ライト

Ｐ プログラム

Ｒ リ－ド

Ｖ ベリファイ

Ｅ イレ－ス

ファイルコマンド

ＬＨ ロ－ドファイル （インテルＨＥＸ フォ－マット ）

ＬＳ ロ－ドファイル （モトロ －ラＳフォ－マット）

ＬＢ ロ－ドファイル （バイナリ）

ＳＨ セ－ブファイル （インテルＨＥＸ フォ－マット ）

ＳＳ セ－ブファイル （モトロ －ラＳフォ－マット）

ＳＢ セ－ブファイル （バイナリ）

４．３．１ コマンド解説の規約

ＰＴ２２Ｃのコマンドは、コマンドとパラメ－タによって構成されています。パラメ－

タは省略できる場合もあり 、その場合はカギカッコ ” [...]”で示します。選択要素があ

る場合には中カッコ ” {'.' or '.'}”で示します 。パラメ －タが複数の場合はカンマ

”､”で区切ります 。

コマンド解説での実行例 は随時コマンド入力時 の表示を示します 。

処理の時間のかかるコマンドは実行中 に ESC キ－を押すことによって処理を中止し

ます。
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４．３．２ システムコマンド

？コマンド（コマンド一覧表示）

【書式】 ?

【機能】 コマンド一覧表示

【解説】

ＰＴ２２Ｃで定義されている コマンドの一覧表示を行います 。

例

PT22C>?
*System command
? - Display expession ! - MS-DOS
K - Pause Z - Buzzer
Q - Quit

*Set command
T - Device select BS - Buffer start address
BT - Buffer type

*Buffer command
C - Buffer clear D - Dump buffer

*Device command
B - Blank check W - Write
P - Program R - Read
V - Verify E - Erase

*File command
LH - Load Intel HEX file LS - Load Motorola S file
LB - Load Binary file
SH - Save Intel HEX file SS - Save Motorola S file
SB - Save Bin file
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！コマンド（ＭＳ－ＤＯＳ）

【書式】 !

【機能】 ＭＳ－ＤＯＳの実行

【解説】

一時的 にＭＳ－ＤＯＳを実行します。ＤＯＳプロンプト で EXIT を実行することで ＰＴ

２２Ｃに戻ります 。

例

�PT22C>!
Type EXIT to return to Palette-22
Command ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ 3.30B

�H>dir test.*

ドライブ H: のディスクのボリュームラベルは IOS10CE (H)
ディレクトリは H:¥

TEST BAK 59890 92-10-20 14:55
TEST HEX 59890 92-10-20 14:55
TEST S 79886 92-10-20 16:03
TEST BIN 32768 92-10-20 16:06

4 個のファイルがあります.
393216 バイトが使用可能です .

�H>exit
�PT22C>

Ｋコマンド（ポ－ズ）

【書式】 K[<文字列>]

【機能】 ポ－ズ

【解説】

<文字列 >を表示しキ－入力を待ちます 。何らかのキ－入力があると次のコマンドを実行

します。 ESC キ－を押すと、以降のコマンド列を中断します。 <文字列> を省略する

"Hit any key" と表示されます。このコマンドはバッチ処理の時に一時中止したいときに

使用します。 "PT22C>" プロンプト上で使っても何の意味も持ちません。
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Ｚコマンド（ブザ－）

【書式】 Z

【機能】 ブザ－

【解説】

ＰＣ９８０１のスピ－カを鳴らします。このコマンドはバッチ処理の時に注意を促す時

に使用します 。K （ポ－ズ）コマンド同様、 "PT22C>" プロンプト 上で使っても 何の意味

も持ちません。

Ｑコマンド（終了）

【書式】 Q

【機能】 終了

【解説】

ＰＴ２２Ｃを終了します 。
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４．３．３ 設定コマンド

Ｔコマンド（デバイスセレクト ）

【書式】 T[<ｺ-ﾄﾞ>]

【機能】 デバイスセレクト

【解説】

使用するデバイスによってデバイス一覧表 のコ－ドを指定します 。

例 ＡＭＤ 社製 Ａｍ２７Ｃ２５６の場合

�PT22C>t23
*Device select
OK: code = 23 32KBYTE EPROM

<ｺ-ﾄﾞ> が省略された 場合には以前に設定された コ－ドを表示します。

例

�PT22C>t
*Device select
OK: code = 23 32KBYTE EPROM

指定した <ｺ-ﾄﾞ> がＰａｌｅｔｔｅ－ ２２で定義されていない場合はエラ－になります 。

例

�PT22C>t29
*Device select
WARNING: This code is not

ＢＳコマンド（バッファスタ－トアドレス）

【書式】 BS[<ｺ-ﾄﾞ>]

【機能】 バッファスタ－トアドレスセット

【解説】

デバイスの 0H アドレスに対応するバッファＲＡＭ のアドレスを設定します。このコマ

ンドはディフォルト値は 0H で、バッファＲＡＭ の内容を２つのデバイスに書き込むよう

なときに使用します。

例

�PT22C>bs0
*Set Buffer start address
OK: start address = 00000

<ｱﾄﾞﾚｽ> が省略されると現在の設定値 を表示します 。

例

�PT22C>bs
*Set Buffer start address
OK: start address = 00000

詳細は付録Ａ《Ａ．２ バッファスタ －トアドレス 》を参考にしてください。
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ＢＴコマンド（バッファタイプ ）

【書式】 BT[{'L' or 'H'}]

【機能】 バッファタイプセット

【解説】

対象デバイスがワ－ドデバイス時にデバイスの上位バイト、下位バイトにバッファＲＡ

Ｍをどう 対応させるか設定します。対象デバイスがワ－ドデバイス でないとこの コマンド

は意味を持ちません。

L ：バッファＲＡＭ 偶数アドレスのデ－タをワ－ドデバイス の下位バイトデ－タに対応

H ：バッファＲＡＭ 偶数アドレスのデ－タをワ－ドデバイス の上位バイトデ－タに対応

例

�PT22C>btl
*Buffer type
OK: Even = Low

例

�PT22C>bth
*Buffer type
OK: Even = High

パラメ －タが省略されると現在の設定値を表示します。

例

�PT22C>bt
*Buffer type
OK: Even = Low

詳細は付録Ａ《Ａ．４ バッファタイプ》を参考にしてください 。
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４．３．４ バッファコマンド

Ｃコマンド（バッファクリア）

【書式】 C

【機能】 バッファＲＡＭ クリア

【解説】

バッファＲＡＭ の内容をデ－タ FFH でクリアします 。

例

�PT22C>c
*Buffer clear
OK

Ｄコマンド（バッファダンプ）

【書式】 D[<ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ>][,<ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ>]

【機能】 バッファＲＡＭ ダンプ表示

【解説】

<ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ> から <ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ> までの バッファＲＡＭの内容をダンプ 表示します。

<ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ>、 <ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ>を省略した場合にはそれぞれ 0H 、 7FFFFH とみなします。

例

�PT22C>d2000,20ff
*Dump buffer RAM

Add +0 +1 +2 +3 +4 +5 +6 +7 +8 +9 +A +B +C +D +E +F
02000 11 2A 20 CD 44 5E AF C1 C1 C1 C1 C9 3A 30 30 30 .* .D^......:000
02010 30 30 30 30 31 46 46 0D 0A 1A 00 3A 30 32 00 30 00001FF....:02.0
02020 32 00 0D 0A 00 3A 00 30 30 00 0D 0A 00 C5 D1 E5 2....:.00.......

：
（中略）

：
020D0 E5 23 23 1E 02 CD B8 0B 21 CD 84 86 32 CD 84 E1 .##.....!...2...
020E0 E5 23 23 23 23 1E 02 CD B8 0B 21 CD 84 86 32 CD .####.....!...2.
020F0 84 E5 E5 CD 0C 61 1E 06 CD BC 08 E1 22 07 85 E1 .....a......"...
OK
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４．３．５ デバイスアクセスコマンド

デバイスアクセスコマンドには以下の共通点があります 。（Ｂ、Ｅコマンドを除く）

【書式】 <ｺﾏﾝﾄ ﾞ>[<ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ>][,[<ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ>][,{'A' or 'O' or 'E'}]

<ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ> 無指定 の場合は 0H となり、指定できる範囲は 0H ～デバイス最終アドレ

スです。

<ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ> 無指定 の場合はデバイス最終アドレスとなり、指定できる範囲は

<ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ> ～ デバイス最終アドレスです。

'A' 'O' 'E' バッファＲＡＭ とデバイスとの対応方法を示します 。

A(All) バッファＲＡＭ の全アドレスを対象にします。

O(Odd) バッファＲＡＭ の奇数アドレスを対象にします。

E(Even) バッファＲＡＭ の偶数アドレスを対象にします。

無指定 の場合は A(All) となります。

詳細は付録Ａ《Ａ．３ デバイスアクセスモ－ド》を参考にしてください 。

随時コマンド入力のときは、セットしたパラメ －タを表示し、これでいいかどうか 入力

待ちになります。ここで 'Y' または 'y' を入力することでコマンド実行し、 'N' または

'n' を入力すると コマンドを中止します 。

デバイスアクセスコマンドは選択したデバイスによって処理時間のかかるものもあり、

処理中は "WAIT" と表示されます。

Ｂコマンド（ブランクチェック ）

【書式】 B[<ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ>][,<ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ>]

【機能】 ブランクチェック

【解説】

<ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ> から <ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ> までの デバイスの内容が消去されているかどうかを チェ

ックします。

例

�PT22C>b
*Blank check
OK

ブランクエラ－時にはデ－タがＦＦＨ でない最初のアドレスとデ－タを表示します 。

例 １００ Ｈアドレスのデ－タが３１Ｈであった場合

�PT22C>b
*Blank check
WARNING: blank error address - data

00100H - 31H
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Ｒコマンド（デバイスリ－ド）

【書式】 R[<ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ>][,[<ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ>][,{'A' or 'O' or 'E'}]

【機能】 デバイスリ －ド

【解説】

<ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ> から <ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞｴｽ> までの デバイスの内容をバッファＲＡＭに読み込みます 。

A (All) デバイスの内容をバッファＲＡＭ の全アドレスに読み込みます。

O (odd) デバイスの内容をバッファＲＡＭ の奇数アドレスに読み込みます 。

E (even) デバイスの内容をバッファＲＡＭ の偶数アドレスに読み込みます 。

Ｖコマンド（デバイスベリファイ）

【書式】 V[<ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ>][,[<ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ>][,{'A' or 'O' or 'E'}]

【機能】 デバイスベリファイチェック

【解説】

<ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ> から <ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ> までの デバイスの内容をバッファＲＡＭと比較チェック

します。

A (All) バッファＲＡＭ の全アドレスの内容とデバイスを比較します 。

O (odd) バッファＲＡＭ の奇数アドレスの内容とデバイスを比較します。

E (even) バッファＲＡＭ の偶数アドレスの内容とデバイスを比較します。

エラ－がでた場合はベリファイに失敗したデバイスのアドレス、デ－タとバッファＲＡ

Ｍのデ－タを表示します。

例 ベリファイエラ －

�PT22C>v
*verify device

start address = 00000H
end address = 07FFFH
mode = ALL

�Set parameter OK? (Y/N)-->y
WARNING: verify error address : RAM - ROM

00000H : 31H - FFH
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Ｗコマンド（デバイスライト）

【書式】 W[<ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ>][,[<ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ>][,{'A' or 'O' or 'E'}]

【機能】 デバイスライト

【解説】

<ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ> から <ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ> までデバイスにバッファＲＡＭの内容を書き込み、その

後ベリファイチェック を行います。

A (All) バッファＲＡＭ の全アドレスの内容をデバイスに書き込みます。

O (odd) バッファＲＡＭ の奇数アドレスの内容をデバイスに書き込みます 。

E (even) バッファＲＡＭ の偶数アドレスの内容をデバイスに書き込みます 。

例

�PT22C>w
*Write device

start address = 00000H
end address = 07FFFH
mode = ALL

�Set parameter OK? (Y/N)-->y
OK: SUM = 5D20H

書き込み中にエラ－がでた場合は書き込みに失敗したデバイスのアドレス、デ－タと書

き込むべきバッファＲＡＭ のデ－タを表示します 。

例 ライトエラ －

�PT22C>w
*Write device

start address = 00000H
end address = 07FFFH
mode = ALL

�Set parameter OK? (Y/N)-->y
WARNING: write error address : RAM - ROM

00000H : 31H - 00H

書き込み後のベリファイチェック 中にエラ－がでた 場合はベリファイ に失敗したデバイ

スのアドレス、デ－タと書き込んだはずのバッファＲＡＭ のデ－タを表示します 。

例 ベリファイエラ －

�PT22C>w
*Write device

start address = 00000H
end address = 07FFFH
mode = ALL

�Set parameter OK? (Y/N)-->y
WARNING: verify error address : RAM - ROM

00000H : 31H - FFH
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Ｐコマンド（デバイスプログラム）

【書式】 P[<ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ>][,[<ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ>][,{'A' or 'O' or 'E'}]

【機能】 デバイスプログラム

【解説】

ブランクチェックを行った後に、バッファＲＡＭの内容をデバイスに <ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ> から

<ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ> まで書き込み、その後ベリファイチェックを行います 。

例

�PT22C>p
*Program device

start address = 00000H
end address = 07FFFH
mode = ALL

�Set parameter OK? (Y/N)-->y
OK: SUM = 5D20H

ブランクエラ－、ライトエラ －、ベリファイエラ－が起こり得ます。詳細はＢ、Ｗ コマ

ンドを参照してください。

Ｅコマンド（デバイスイレ －ス）

【書式１】 E[<ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ>][,[<ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ>]

【書式２】 E

【機能】 デバイスイレ－ス

【解説】

デ－タ消去を行います。このコマンドはＥＥＰＲＯＭ、ＦＬＡＳＨ ＭＥＭＯＲＹ をデ

バイスセレクトしている時に使用できます。

書式１はＥＥＰＲＯＭの <ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ> から <ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ> までの デ－タ消去を行います 。

例

�PT22C>e0,ff
*Erase device

start address = 00000H
end address = 000FFH

�Set parameter OK? (Y/N)-->y
OK

書式２ではＦＬＡＳＨ ＭＥＭＯＲＹ のデ－タ消去を行います。アドレス範囲の指定は

できません。

例

�PT22C>e
*Erase device

�OK? (Y/N)-->y
OK
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４．３．６ ファイルコマンド

随時コマンド入力のときは、セットしたパラメ －タを表示し、これでいいかどうか 入力

待ちになります。ここで 'Y' または 'y' を入力することでコマンド実行し、 'N' または

'n' を入力すると コマンドを中止します 。

<ｵﾌｾｯﾄ> の詳細は付録Ａ《Ａ．１ オフセット 》を参考にしてください。

ロ－ドファイル

【書式１】 LH<ﾌｧｲﾙ名 >[,<ｵﾌｾｯﾄ>]

【書式２】 LS<ﾌｧｲﾙ名 >[,<ｵﾌｾｯﾄ>]

【書式３】 LB<ﾌｧｲﾙ名 >[,<ｵﾌｾｯﾄ>]

【機能】 ロ－ドファイル

【解説】

ファイルをバッファＲＡＭに転送します。デ－タを格納するバッファＲＡＭのアドレス

はファイルのアドレス情報より <ｵﾌｾｯﾄ > を引いた値です。書式１はインテルＨＥＸフォ－

マット形式のファイル、書式２はモトロ －ラＳフォ－マット形式のファイル、書式３では

バイナリファイル をロ－ドします。

例

�PT22C>lh b:test.hex
*Load Intel HEX file

file name = B:TEST.HEX
offset = 00000000H

�Set parameter OK? (Y/N)-->y
OK: Load = 779 line

例

�PT22C>ls b:test.s
*Load Motorola S file

file name = B:TEST.S
offset = 00000000H

�Set parameter OK? (Y/N)-->y
OK: Load = 667 line

例

�PT22C>lb b:test.bin
*Load Binary file

file name = B:TEST.BIN
offset = 00000000H

�Set parameter OK? (Y/N)-->y
OK: Load = 59890 byte



4 - 16

転送中 にチェックサムエラ－が発生すると 転送を中止して表示します 。（ＬＢコマンド

を除く）

例

�PT22C>lh b:test.hex
*Load Intel HEX file

file name = B:TEST.HEX
offset = 00000000H

�Set parameter OK? (Y/N)-->y
WARNING: check sum error

セ－ブファイル

【書式１】 SH<ﾌｧｲﾙ名 >,[<ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ>],<ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ>[,<ｵﾌｾｯﾄ>]

【書式２】 SS<ﾌｧｲﾙ名 >,[<ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ>],<ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ>[,<ｵﾌｾｯﾄ>]

【書式３】 SB<ﾌｧｲﾙ名 >,[<ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ>],<ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ>

【機能】 セ－ブファイル

【解説】

<ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ> ～ <ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ> までのバッファＲＡＭ の内容をファイルにします。ファイ

ルのアドレス情報はバッファＲＡＭ のアドレスに <ｵﾌｾｯﾄ > を加えた値です。

書式１はインテルＨＥＸ フォ－マット 形式のファイル、書式２はモトロ－ラＳフォ－マ

ット形式のファイル、書式３はバイナリファイル にします。

<ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ>、<ｵﾌｾｯﾄ> を省略した場合は 0H となります 。<ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ>は省略できませ

ん。 <ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ>、 <ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ>の指定範囲は 0H ～ 7FFFFH までです。

例

�PT22C>shb:save.hex,,7fff
*Save HEX file

file name = B:SAVE.HEX
start address = 00000H
end address = 07FFFH
offset = 00000000H

�Set parameter OK? (Y/N)-->y
OK: Save = 1025 line

例

�PT22C>ssb:test.s,,7fff
*Save S file

file name = B:TEST.S
start address = 00000H
end address = 07FFFH
offset = 00000000H

�Set parameter OK? (Y/N)-->y
OK: Save = 1025 line
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例

�PT22C>sbb:test.bin,,7fff
*Save Binary file

file name = B:TEST.BIN
start address = 00000H
end address = 07FFFH

�Set parameter OK? (Y/N)-->y
OK: Save = 0032768 byte

随時コマンド入力のときは、指定したファイルがすでに存在している時、上書きしてい

いかどうか入力待 ちになります 。ここで 'Y' または 'y' を入力することで コマンド実行

し、 'N' または 'n' を入力すると コマンドを中止します 。
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付録Ａ

用語の解説

Ａ．１ オフセット

オフセット とはＰａｌｅｔｔｅ－ ２２本体のバッファＲＡＭ とファイルの転送を行う場

合における転送フォ－マット内のアドレス情報に対する操作をいいます 。

Ａ．１．１ ファイルの読込（ロ－ド）：ファイル → バッファＲＡＭ

デ－タを格納するバッファＲＡＭ のアドレスは、ファイルのアドレス情報より、オフセ

ットを引いた値です。またアドレス情報を持たないバイナリファイルの場合は、最初のデ

－タのアドレスを０Ｈとして考えます。

ｱﾄﾞﾚｽ ファイル バッファＲＡＭ ｱﾄﾞﾚｽ

0H

読み捨てる→

<ｵﾌｾｯﾄ >
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Ａ．１．２ ファイルの保存（セ－ブ）：バッファＲＡＭ → ファイル

バッファＲＡＭ のアドレスにオフセットを加算した値が転送フォ－マット 内のアドレス

情報になります。またアドレス情報を持たないバイナリファイルの場合は、オフセットを

設定できません。

バッファＲＡＭ ｱﾄﾞﾚｽ

0H

ｱﾄﾞﾚｽ ファイル

<ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ>＋ <ｵﾌｾｯﾄ >

<ｽﾀ-ﾄｱﾄﾞﾚｽ>

<ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ>＋ <ｵﾌｾｯﾄ >

<ｴﾝﾄﾞｱﾄﾞﾚｽ>
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Ａ．２ バッファスタ －トアドレス

デバイスをアクセスするときデバイスの０Ｈアドレスに対応させるバッファＲＡＭ のア

ドレスです。複数のデバイスの内容を１個のデバイスに書き込んだり、１個デバイスの内

容を複数のデバイスに書き込んだりしたいときにこの 設定が必要になります 。

例 ４つの６４Ｋビットのデバイスの内容を２５６Ｋのデバイスに書き込む

デバイス１ バッファＲＡＭ デバイス

0H 0H 0H

６４ ①

1FFFH 1FFFH

デバイス２ 2000H

0H

６４ ②

3FFFH ⑤ ２５６

1FFFH 4000H

デバイス３

0H ③

６４ 5FFFH

6000H

1FFFH

デバイス４

0H ④ 7FFFH 7FFFH

６４

1FFFH

デバイス選択で６４Ｋを選ぶ

①バッファスタ －トアドレス を ０Ｈに設定して読み込む

②バッファスタ －トアドレス を２０００Ｈに設定して読み込む

③バッファスタ －トアドレス を４０００Ｈに設定して読み込む

④バッファスタ －トアドレス を６０００Ｈに設定して読み込む

デバイス選択で２５６Ｋを選ぶ

⑤バッファスタ －トアドレス を０Ｈに設定して書き込む
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Ａ．３ デバイスアクセスモ－ド

デバイスアクセスモ －ドとはデバイスとバッファＲＡＭ との対応方法です。モ－ドには

以下の３種類があります。

ＡＬＬ ： バッファＲＡＭの全数アドレスを対象

ＯＤＤ ： バッファＲＡＭのデバイスに対応する奇数アドレスを対象

ＥＶＥＮ： バッファＲＡＭのデバイスに対応する偶数アドレスを対象

ここではバッファＲＡＭ アドレスの説明は設定したバッファスタ －トアドレス を０Ｈと

みなした場合のイメ－ジ的なアドレスになります 。

例 ０～７Ｈまで、書き込みを行う

バッファＲＡＭ デバイス

ＡＬＬ ＯＤＤ ＥＶＥＮ

ﾊﾞｯﾌｧｽﾀ -ﾄｱﾄﾞﾚｽ 00 0H 00 0H 01 0H 00

+1 01 01 03 02

+2 02 02 05 04

+3 03 03 07 06

+4 04 04 09 08

+5 05 05 0B 0A

+6 06 06 0D 0C

+7 07 7H 07 7H 0F 7H 0E

+8 08

+9 09 ワ－ドデバイス

+A 0A （バッファタイプ が EVEN = LOW の時）

+B 0B ＡＬＬ ＯＤＤ ＥＶＥＮ

+C 0C 0H 0100 0H 0302 0H 0100

+D 0D 0302 0706 0504

+E 0E 0504 0B0A 0908

+F 0F 0706 0F0E 0D0C

: 0908 : :

: 0B0A : :

: 0D0C : :

: 7H 0F0E 7H 1F1E 7H 1D1C

+1C 1C

+1D 1D

+1E 1E

+1F 1F
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Ａ．４ バッファタイプ

ワ－ドデバイス をアクセスする場合のワ－ドデバイスの上位、下位バイト に対するバッ

ファＲＡＭの対応方法です。本体のバッファＲＡＭが１アドレス１バイトデ－タなのに対

して、ワ－ドデバイス は１アドレス２バイトデ－タで構成されているためにこの 設定が必

要になります 。

ＥＶＥＮ＝ＬＯＷ ： バッファＲＡＭの偶数アドレス（設定したバッファスタ－トア

ドレスを０Ｈとみなす）をワ－ドデバイスの下位バイト（Ｄ０

～Ｄ７）に対応させます。

ＥＶＥＮ＝ＨＩＧＨ： バッファＲＡＭの偶数アドレスをワ－ドデバイス の上位バイト

（Ｄ８～Ｄ１５）に対応させます。

例 ０～７Ｈまで、書き込みを行う

バッファＲＡＭ ワ－ドデバイス

EVEN = LOW EVEN = HIGH

ﾊﾞｯﾌｧｽﾀ -ﾄｱﾄﾞﾚｽ 00 0H 0100 0H 0001

+1 01 0302 0203

+2 02 0504 0405

+3 03 0706 0607

+4 04 0908 0809

+5 05 0B0A 0A0B

+6 06 0D0C 0C0D

+7 07 7H 0F0E 7H 0E0F

+8 08

+9 09

+A 0A

+B 0B

+C 0C

+D 0D

+E 0E

+F 0F



B - 1

付録Ｂ

ＰＴ２２Ｃエラ－メッセ －ジ一覧

"ERROR:" に続くメッセ －ジはコマンドの解析結果が異常な場合を示します。また本体

との通信が異常な場合にも当てはまります。

通信エラ－：ケ－ブル、電源を確認してください

Ｐａｌｅｔｔｅ－２２本体との通信にエラ－が生じたときに 発生します。原因としては

ケ－ブルがつながっていない、電源が入っていない、本体とコントロ－ラの通信スピ－ド

が合っていない等です。

return of R2400 is XX

本体から返ってきたコ－ドがコントロ－ラの予期せぬコ－ドである場合に発生します。

発生する原因は以下のものです 。

本体との通信にずれが生じた

ＰＴ２２Ｃ．ＥＸＥ または本体システムプログラム のバグ

パラメ－タエラ－

パラメ －タに不適当 な指定があります 。

アドレスの指定が誤り

アドレス入力部 に不適当 なアドレスが指定された場合に発生します。

パラメ－タの数が違います

コマンドに続く必要なパラメ －タの数があいません 。省略できないパラメ －タを省略し

た場合に発生します。パラメ－タの数や、省略の可否はコマンドによって違います。また

パラメ－タどうしの区切りもじに ","（カンマ）を使用しなかった 場合にも発生します。

デバイスセレクト されていません

Ｐａｌｅｔｔｅ－２２本体に電源を入れてから一度もデバイスセレクトされず 、デバイ

スアクセスコマンドを発行した場合に発生します 。また、デバイスセレクト されていない

状態でＴコマンド（デバイスセレクト）をパラメ －タ無しで発行した場合にも発生します 。

コマンドエラ －

指定された コマンドが認識できません 。

ディスクがいっぱいです

指定された ディスクの空き容量が足りません。
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ファイルが見つかりません

指定したファイルがオ－プンできません。そのファイルが存在するか 確認してください 。

ＥＰＲＯＭはデ－タ消去できません

Ｅコマンド（デバイスイレ－ス）を使ってＥＰＲＯＭを消去することはできません 。

レスポンスファイルがオ－プンできません

@ オプションを指定して起動したときに発生します 。

指定したコマンドレスポンスファイル がオ－プンできません 。

ボ－レ－トのセットに失敗しました

-S オプションを指定して起動したときに発生します 。

指定した数値が 9600、19200、38400以外を設定したときや、使用しているパソコンが

指定した通信スピ－ドを設定できない時です。ＰＣ９８０１ではシステムクロックが

８ＭＨｚ、１６ＭＨｚ のときは通信スピ－ドを 19200、38400 にすることはできません。

ＥＰＳＯＮの互換機では、システムクロック と通信用 クロックを別々に持っているので

19200、38400 を指定できるようです 。

オプションエラ－

指定したオプション が定義されていません 。



ＤＯＳ／Ｖバージョンについて

ＤＯＳ／Ｖバージョンでは、以下のオプションが追加されています。

（ＰＴ２２．ＥＸＥ，ＰＴ２２Ｃ．ＥＸＥ共通）

－Ｐオプション

シリアルポートのＣＯＭ２を使用するときのオプションです。

このオプションを付けない場合はＣＯＭ１を使用します。

使用例

PT22 -P

ＲＳ－２３２Ｃケーブルの接続

付属のケーブルは、９ピン－２５ピンとなっていますが、２５ピン－２５ピンを使う場合ケ

ーブルを、製作しなければなりません。

ピン配列と結線は以下ようになります。

ＡＴ側 Ｐａｌｅｔｔｅ側

９ピン ２５ピン ２５ピン

３ ２ ２

２ ３ ３

７ ４ ４

８ ５ ５

６ ６ ６

５ ７ ７

４ ２０ ２０

ＷＥ．ＥＸＥについて

ＷＥ．ＥＸＥはＰＴ２２．ＥＸＥが内部で使用しますので。

ＰＴ２２．ＥＸＥと同じディレクトリかパスの通ったディレクトリに置くようにして下ださ

い。


